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【手続補正書】
【提出日】平成30年8月16日(2018.8.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポータブルコンピューティングデバイス(PCD)におけるシステムオンチップ(SoC)内の複
数の処理サブシステムのうちの少なくとも1つの処理サブシステムでの外部アクセス検出
および回復のための方法であって、
　メモリ、センサ、およびモニタモジュールと通信しているプロセッサを備えた、前記So
Cの少なくとも2つの処理サブシステムの各々を、前記SoCが低電力状態である間、互いお
よび前記SoCの残部とは独立しておよび電気的に絶縁されて第1のモードで動作させるステ
ップと、
　前記SoCの前記少なくとも2つの処理サブシステムの各々において、
　前記モニタモジュールを用いて、前記サブシステムの外部の構成要素への前記プロセッ
サによるアクセス要求を検出するステップと、
　前記サブシステムの外部の前記構成要素への前記検出されたアクセス要求に応答して、
前記サブシステムの外部の前記構成要素への前記検出されたアクセス要求が、前記センサ
からの信号に基づいているかどうかを、前記プロセッサによって決定するステップであっ
て、そうである場合に：
　　前記SoCを全電力状態に入らせ、
　　前記少なくとも1つの処理サブシステムの前記モニタモジュールから前記プロセッサ
に、前記構成要素が前記サブシステムの外部にあることを前記プロセッサに通知する通知
信号を送り、
　　前記少なくとも1つの処理サブシステムを、前記少なくとも1つの処理サブシステムが
前記サブシステムの外部の前記構成要素にアクセスすることを可能にする第2のモードで
動作させる、ステップと、
　前記サブシステムの外部の前記構成要素への前記検出されたアクセス要求に応答して、
前記サブシステムの外部の前記構成要素への前記検出されたアクセス要求が、前記サブシ
ステムのプロセッサ上または前記サブシステム内で動作している何らかのコードまたはル
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ーチンにおけるエラーの結果であるかどうかを、前記プロセッサによって決定するステッ
プであって、そうである場合に：
　　前記モニタモジュールからの受信された通知信号に応答して、前記少なくとも1つの
処理サブシステムの前記プロセッサを用いてエラーを訂正しようと努めるためにエラー処
理ルーチンを起動する、ステップと
を含む、方法。
【請求項２】
　前記SoCを全電力状態に入らせるステップが、
　前記サブシステムの前記モニタモジュールから前記SoCの電力マネージャに信号を送っ
て、前記電力マネージャをアクティブにするステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記モニタモジュールが、状態機械と通信しているハードウェアモニタを備え、前記サ
ブシステムを前記第2のモードで動作させるステップが、前記モニタモジュールが前記状
態機械をアクティブにして、前記サブシステムの絶縁ハードウェアを無効にするステップ
をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記状態機械が、前記モニタモジュールの外部にある、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記サブシステムの外部の前記構成要素がメモリである、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記センサが、前記PCDの加速度計またはジャイロスコープのうちの少なくとも1つと通
信している、請求項1に記載の方法。
【請求項７】
　請求項1～6のいずれか一項に記載の方法を実施するための命令を含むコンピュータプロ
グラム。
【請求項８】
　ポータブルコンピューティングデバイス(PCD)におけるシステムオンチップ(SoC)内の複
数の処理サブシステムのうちの少なくとも1つの処理サブシステムでの外部アクセス検出
および回復のためのコンピュータシステムであって、
　メモリ、およびセンサと通信しているプロセッサを備えた、前記SoCの少なくとも2つの
処理サブシステムの各々を、前記SoCが低電力状態である間、互いおよび前記SoCの残部と
は独立しておよび電気的に絶縁されて第1のモードで動作させるための手段を備え、
　前記SoCの前記少なくとも2つの処理サブシステムの各々が、
　前記サブシステムの外部の構成要素への前記プロセッサによるアクセス要求を検出する
ための手段と、
　前記サブシステムの外部の前記構成要素への前記検出されたアクセス要求に応答して、
前記サブシステムの外部の前記構成要素への前記検出されたアクセス要求が、前記センサ
からの信号に基づいているかどうかを、前記プロセッサによって決定するための手段と、
そうである場合に：
　　前記SoCを全電力状態に入らせるための手段と、
　　前記構成要素が前記サブシステムの外部にあることを前記プロセッサに通知する通知
信号を前記プロセッサに送るための手段と、
　　前記少なくとも1つの処理サブシステムを、前記サブシステムが前記サブシステムの
外部の前記構成要素にアクセスすることを可能にする第2のモードで動作させるための手
段と、
　前記サブシステムの外部の前記構成要素への前記検出されたアクセス要求に応答して、
前記サブシステムの外部の前記構成要素への前記検出されたアクセス要求が、前記サブシ
ステムのプロセッサ上または前記サブシステム内で動作している何らかのコードまたはル
ーチンにおけるエラーの結果であるかどうかを、前記プロセッサによって決定するための
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手段と、そうである場合に：
　　モニタモジュールからの受信された通知信号に応答して、前記サブシステムの前記プ
ロセッサを用いてエラーを訂正しようと努めるためにエラー処理ルーチンを起動するため
の手段と
を備える、システム。
【請求項９】
　前記SoCを全電力状態に入らせるための前記手段が、
　前記サブシステムから前記SoCの電力マネージャに信号を送って、前記電力マネージャ
をアクティブにするための手段
をさらに含む、請求項8に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記サブシステムを前記第2のモードで動作させるための前記手段が、前記サブシステ
ムの絶縁ハードウェアを無効にするための手段をさらに含む、請求項8に記載のシステム
。
【請求項１１】
　前記サブシステムの外部の前記構成要素がメモリである、請求項8に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記センサが、前記PCDの加速度計またはジャイロスコープのうちの少なくとも1つと通
信している、請求項8に記載のシステム。
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